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ボーリング柱状図
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発  注  機  関 東        経調査期間

調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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B-No.2(測点No.93+14.0 R9.0) 36° 45’ 50.0000”

140° 08’ 55.0000”

129.35 m

9.10 m
0.00° 0.00°

栃木県烏山土木事務所 2009-01-16 ～ 2009-01-19
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凝灰岩
(Tf)
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非
常
に
軟
ら
か
い

上部,有機臭を伴う
未分解の腐植物,礫混じり砂混じる
2.7m付近まで含水多く,極軟弱であ
る
2.7m以深は含水中位となり孔壁の
自立性は高い
3.2～3.35m間は砂および礫の混入
が多い
3.7～3.8m間に風化凝灰岩片点在す
る
3.75m以深,φ5～10mmの凝灰岩の
岩片混じる

上部は風化顕著で砂状を呈す
白灰色の軽石多く含む粗粒凝灰岩
岩質は脆く軟質である
所々に泥質岩片混じる
コアは概ね柱状を呈す
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